
高齢者の貧困と年金の生活保障機能の低下

全体の４割は
高齢者

生活扶助費
（Ｈ２４度予算）

高齢者の割合 高齢者向け扶助額

１２，９３０億円 × ４割 ＝５，３００億円

生活保護費
（Ｈ２４度予算）

高齢者の割合 高齢者向け保護額

３兆７，０００億円 × ４割 ＝１兆，４８００億円

生活保護受給者
（Ｈ２４年２月）

高齢者の割合 高齢者生活保護
受給者

２０９万人 × ４割 ＝ ８３万人

平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典： 厚労省資料をもとに白石洋一事務所作成
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：「平成２１年度 厚生年金保険・国民年金事業の概況」 平成２３年１月 厚生労働省年金局
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：「平成２１年度 厚生年金保険・国民年金事業の概況」 平成２３年１月 厚生労働省年金局
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：「平成２１年度 厚生年金保険・国民年金事業の概況」 平成２３年１月 厚生労働省年金局
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：「平成２１年度 厚生年金保険・国民年金事業の概況」 平成２３年１月 厚生労働省年金局
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：厚生労働省 「国民生活基礎調査」（平成１９年）より作成」
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典： ウィキぺディア 「人口推計（平成21年10月1日現在）」（総務省統計局）より白石洋一事務所作成
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一

高齢世帯数（家族類型別）及び一般世帯総数の推移

出典：平成22年版 高齢社会白書



8平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：厚生労働省資料

２５１万人の増加
そのうち、何万人が生活保護者受給者となるか？
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一

出典：「平成２２年度における国民年金保険料の納付状況と今後の取組等について」
厚生労働省年金局・日本年金機構より厚労省作成資料
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一

出典：「平成２２年度における国民年金保険料の納付状況と今後の取組等について」
厚生労働省年金局・日本年金機構より厚労省作成資料
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一

出典：

平成21年度の１か月平均の「被保護世帯数」は

1,274,231世帯（過去最高）で、前年度に比べ

125,465世帯（前年度比10.9%）増加した。

被保護世帯数を世帯類型別にみると、「高齢者世

帯」が563,061世帯（同7.5%増）と最も多く、次い

で「障害者世帯・傷病者世帯」で435,956世帯（同

7.1%増）となっている。（図１、表１）

被保護世帯数の推移
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典： 上：内閣府平成22年版「高齢社会白書」 下：厚生労働省作成資料

全体の４割は
高齢者
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：厚生労働省作成資料より白石洋一事務所作成

西条市、新居浜、
四国中央市

松山市 東京(区部）



14

2005年（実績）→2055年

出生中位：
１．２６→１．２６

死亡中位：
男：７９才→８４才
女：８５才→９０才

平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典：国民年金及び厚生年金に係る財政の現況及び見通し（概要）ー平成２１年財政検証結果ー厚生労働省より白石洋一事務所作成
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平成24年5月30日 衆議院 社保税一体改革特別委 白石洋一 出典： 白石洋一事務所作成

国民年金 満額月額の推移
～物価上昇率ゼロでマクロ経済スライドを行う仮定のもとで～

但し、現行制度では
スライドの自動調節
は「名目下限額」を下
回らない範囲で行う
ものとされている

国民年金は、財政的には破綻していなくても、これのみで生活するには苦しい。

みじめな生活を余儀なくされる高齢者が大量に増えることに対処しなければならない


